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研 究 ノ ー ト

6000Kと3Kの 間

基礎工学部 三井利夫(豊 中3202)

宇宙電波のスペク トルはほぼ3Kの 黒体放射のスペ クトルと一致する由で ある。これと少 しく関連 し

て,最 近統計理論の方 と勉強 していることなどを書かせていただ く。研究室で実験 を行 う温度は低 くて

0℃ 位であるし,低 温度をひとっで も原稿 に書き入れ るにはこの問題 をと り上 げる他はないとい う事情

もある。

物理系の人 が生物の本を読む ときにまず抵抗 を感ず るのは,生 体内では特定の分子が妙に幅を利かせ

ていることであろう。例 えばアデニ ン(H5C5N5)と い う分子は,ATP,NAD,DNAな ど生体活性

をになう多 くの重要な分子の中に顔を出す。 しか し,大 多数の方は御存知であろうが,化 学進化の研究

の結果,こ ういったことの理由も判ってきている。それによると,原 始の地球の大気の主成分は,多 分

CH4,NH3,H20,H2な どであり,`空 中放電 などの結果CH4十NH3=HCN十3H2と い った反応がおき

て,シ ァ ン化水素(HCN)が で きた。 この分子は図1の ような重合反応 をおこし易いので,地 球の歴史

の始 まり頃 にアデニンが比較的多く生産 され,こ れ

が生物の素材に利用 されたと予想 されている。地球

がで きたのは46億 年位の昔,原 始細胞の発生は35

億 年位の昔 といわれているから,我 々の体内 には40

億 年位昔の歴史の跡がアデニ ン分子などの形で残 っ

ていることとなる。

Calvin>に よると,地 球の誕生か ら現代に至 る歴史

は図式的に図2の ように描 ける。図で化学進化 とあ

るのは,上 にあげたアデニン分子の生成のように,

分 子が多様化 し複雑化 して ゆくことであり,生 物進

化 とはDarwinの 論 じたような生物の多様化,高 等化

であるが,図 で これら両進化は中央の一筋の線で し

かっ ながっていない。生命はこのように唯一の種か

ら出発 した可能性 が大 きいとされてい る。化学進化

の側 から見 ると,太 古の地球上 に発生 した種 々の分

子が現在の生物にっながるような集合体 を形成 した

のはただ一回 らしいとい うことになる。このような

ことの生起確率 にっいて もいろいろと議論があるが,
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図1シ ア ン化水素の重合反応 とアデニ ンの

生成。1)

それは さておき,こ のようなことが起 こるそもそ

もの原因は,地 球上では物質系は複雑化,組 織化の方向をむいて変化す るということである。その結果
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の生物 とすれば,

こ ういった問題 を考えよ

うとす ると,こ の46億 年

間地球のおかれた境界条件

が問題 となる。大 まかにい

ってこの境界条件 にはそれ

程大 きな変化は無 く,図3

の如 くに考えてよいようで

あ る。つ まり,地 球 は太陽

(そ のスペク トルは6000

自然は生物 をっ くりたがっているとい うことになろうか?

今 日の生体
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化学進化 と生物進化。2峙間は左 にむ けて進行。

Kの 黒体スペ ク トルと大体同 じ)か らの光の中にあって,表 面温度は約300Kで あ り,3K位 の宇宙

空 間にむ けて相応の熱放射を行っている。地球 とい う物質系 をこのようなエネルギーの流 れの中に置 く

と,物 質系 は生物発生へむけて動 き始め るであろうか?問 題をこのように設定す ると,こ れはまさに

非可逆過程の熱力学の問題 となる。周知のように,こ の種問題の簡単 なもの,例 えば温度の異 なる大 き

な物体 を棒でっ ないだ場合,棒 の中の温度分布 がどのよ うに変化す るか といった問題 などについては,

変化の方向はエ ン ト.vピ ー生成極小 の原理 と 宇
宙空間

して与 えられてい る。 もう少 し複雑 な非線形

系 については,Prig◎gineがevolutioncriterion

とい った変分原理 を提案 している。 こういっ

た研究の延長上に,地 球上 に生物発生の必然

性があったかどうかといった問題 がよこたわ

っている。これは学位論文のテーマ にす るに

は観測事実 と理論の間のギャップの大 きすぎ
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図3地 球が46億 年 間位おかれた境界条件。

る問題で あろ う。 しかし,人 それぞれにのんび り楽 しみなが ら考える問題 をひ とつ位持つのもよい とす

れば,そ れには推奨 してよいテーマであろう。
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